
堀江みゆき

2026年7月19日

～福島原発事故から１５年～

私たちは

なぜ避難したのか
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自己紹介

・2011年8月初旬に福島市から京都市

へ子ども3人と避難(4人の子の母親）

太秦→洛西→茨木市へと転居

・休日は実家の農業（主に花卉栽培）

を手伝いながら、PTA仲間とのフォー

クソンググループでの活動を楽しむ

・音楽を通じた地域貢献を夢見ていた

矢先の震災・原発事故だった



福島第一原子力発電所からの距離
⇓

６９㎞

フルーツ王国と言われる福島市
温泉地も福島駅から車で30分程度と
自然豊かな地域

白い梨の花→



変わりゆく故郷の景色



・約60ヘクタールの敷地に9万6000枚ほどの太陽光パネルを並べ、
年間1万6000世帯分の電気を生み出すメガソーラー
・現在の売電期間が終わるのは2040年
・反射光による光害問題が起きている





炉心の冷却に失敗し、シビアアク

シデント(過酷事故）に至る。

福島第一原発3号機爆発
2011年3月14日午前11時1分



県自治会館に置かれている

県災害対策本部の様子

（福島民報新聞より）

2012年８月撮影



ふくしま市政だより 平成23年4月21日号より抜粋





避難を決意した理由
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◎放射能の影響による健康不安

・空間線量の上昇 0.04µsv/h→3.8µsv/h

・土壌汚染の心配（自家栽培の野菜や水の摂取）

漠然とした不安が可視化され、不安が現実のものだと認識

危険を回避することを選択し、避難を決意した

子どもたちの寝室の空間線量が事故前の10倍の値
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洛西の風景



実家の除染について
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実家近くのモニタリングポスト

2026年7月12日現在

⇓

0.09μｓv/h



原発事故後のそれぞれの選択・共通の思い
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・避難

・帰還

・居住

被ばくを避けたい

子どもを守りたい共通の思い

どれを選択しても必要な支援がなされるべきである

★2012年6月に「原発事故子ども・被災者支援法」が成立。
一定の線量以上の放射線被ばくが予想される「支援対象地域」から
の避難、居住、帰還といった選択を、被災者が自らの意思によって
行うことができるよう、国が責任をもって支援しなければならないと
定めてある。
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◆測定の記録 ・放射能は目に見えない、だからこそ可視化することで、被ばくを避けたい

食品

測定日 品名
試料
情報

重量（g）
測定時間

(秒）
Cs134
(㏃/kg)

Cs137
(㏃/kg)

Cs合計
(㏃/kg)

2012/6/30白米 実家 969 1,800 ー ー ー

2012/9/22梨（豊水） 福島市 1,067 5,400 ー 2.4 2.4 

2013/4/18白米(2012年度産) 実家 1,010 57,000 0.7 1.4 2.1 

2013/9/14男爵イモ（茹でたもの） 実家 964 3,600 ー 4.6 4.6 

2013/9/28梨（秋月） 福島市 1,076 2,400 ー 2.7 2.7 

2013/12/7りんご 福島市 876 1,800 ー ー ー

2015/2/4干し柿(2014年に作ったもの） 実家 975 1,803 6.9 23.3 30.2 

2015/12/20りんご 福島市 525 2,400 ー ー ー

2016/12/24りんご 福島市 893 3,600 ー ー ー

2017/1/7干し柿 実家 399 3,600 6.8 48 54.8 

2023/5/21こしあぶら 川俣町 81 65,000 9.6 555 565

2024/6/30梅の実 実家 861 7,200 ー 6.3 6.3 
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土壌、その他

測定日 品名
試料
情報

重量（g）
測定時間
(秒）

Cs134

(㏃/kg)
Cs137

(㏃/kg)
Cs合計
(㏃/kg)

平米換算
(㏃/㎡)

2014/6/21住宅の土 実家 941 1,800 211 520 731 47,515

2014/6/25畑の土（ゼオライトあり） 実家 1,040 1,800 359 946 1,310 85,150

2014/6/21ハウスの土（除染なし） 実家 1,026 1,800 64.4 133 197.4 12,831

2023/5/2庭の土 実家 126 63,000 17.6 359 376.6 24,479

2023/5/14畑の土 実家 117 65,000 14.8 273 287.8 18,707

2017/8/6
薪の灰（震災前から外で保
管）

実家 26 1,800 238 1,360 1,598 



原発事故の被害とは

19

・人々の平穏な暮らしの破壊

・コミュニティの崩壊、人と人との関係性の破壊（分断）

・環境破壊（田畑、山、川、植物、動物も）

・これからも続く健康被害への不安など

・人生の選択権、そして『安心』という当たり前の感覚

・原発事故を起こした責任を誰も取らない

・原発再稼働、新設を進めることに反対

・裁判所の判断も政府よりで機能していない

原発事故により失われたものは、二度と元には戻らない！

責任の所在を明確にし、被害者救済、事故の再発防止を！



測定所のこれからと私にできること
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・食品や土壌などの測定を継続し、放射能を可視化する

⇒市民の手で確かな「現実のデータ」を積み重ね、残していくこと

⇒ただ数値を出すだけでなく、不安を抱える人たちが孤立せず、安心して真実を

語り合える『心の拠り所（居場所）』

・原発事故の風化を防ぎ、なかったことにさせないために

これからも伝えていくことが大切である
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ご静聴ありがとうございました。
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